
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 ３００３ 

令和５年度 工業科 

 

教科 工業 科目 機械製図 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 機械製図（実教出版） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・図面がなければ、「ものづくり」はできません。図面を描くための知識と技能を身に付けてほしいと思っていま

す。  

・１，２年生で学習した規格にあった正しい線、文字を使い、溶接記号や表面性状などの記号の理解、図面作成者

の意図を考えて課題図面を作成してください。 

・作成する図面がどのような働きをするのかを教科書に即して学習し理解を深めていきましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

１ 製図に関する JIS規格の知識と技術を習得し，製作図，設計図などを正しく読み，図面を構想し作成する能力

と姿勢を育てる。 

２ 製作に必要な情報が含まれた図面(部品図・組立図）の作成に欠かせない基本的な考え方や手法について学習

する。 

３ 製作図の種類や用途等を理解し、製作図(原図）のかき方について、実技(演習課題等）を通して学習する。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

機械製図にかかわる基礎

的な知識や技術への関心

と，その自らの努力によ

って習得する意欲があ

り，合理的な作成方法を

企画し，実際に活用しよ

うとしているか。 

図面を作成するにあたっ

て問題となる事柄を把握

して、分析することによ

って正しい表現ができる

力を身につける。 

図面をより正確に、より

早く作成するために修得

した知識を発揮する技能

を向上させる。 

機械製図に関する基礎

的・基本的な知識を理解

し，各種機械や部品の製

作に使用される図面等

の役割や作図法などを

身につけている。 

評
価
方
法 

授業態度 

課題プリント 

定期考査 

図面 

出欠状況 

授業態度 

課題プリント 

定期考査 

図面 

出欠状況 

授業態度 

課題プリント 

定期考査 

図面 

授業態度 

課題プリント 

定期考査 

図面 

出欠状況 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

機
械
要
素
の
製
図 

基本的な作図 

スパナの製図 

プーリ・スプロケット 

ばね 

管 

玉形弁の製図 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

 

〇 

 

 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

 

〇 

 

 

 

〇 

a: スパナ、プーリ・スプロケット、ばね、

管の種類や用途に関心をもち、意欲的に

習得に取り組む。 

b: スパナ、プーリ・スプロケット、ばね、

管の種類や用途について適切に判断し正

しい知識・技能の習得に取り組む。 

c: スパナ、プーリ・スプロケット、ばね、

管の用途を学び、明りょうに迅速に作成

する技能を身につけている。 

d: スパナ、管の種類や用途を理解し、作

図法などについて実践的な知識を身につ

けている。 

授業態度 

課題プリント 

定期考査 

図面 

出欠状況 

２
学
期 

機
械
要
素
の
製
図 

管継手 

バルブ 

玉形弁の製図 

〇 

〇 

〇 

 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

 

 

〇 

a：管継手、バルブの各要素種類や用途に

関心をもち、意欲的に習得に取り組む。 

b:管継手、バルブの各要素の種類や用途

について適切に判断し正しい知識・技能

の習得に取り組む。 

c：管継手、バルブの各要素の用途を学び、

明りょうに迅速に作成する技能を身につ

けている。 

d:管継手、バルブの各要素の種類や用途

を理解し、作図法などについて実践的な

知識を身につけている。 

授業態度 

課題プリント 

定期考査 

図面 

出欠状況 

３
学
期 

機
械
要
素
の
製
図 

配管図および配管系統図 

玉形弁の製図 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

〇 

 

〇 

a:配管、バルブの各要素種類や用途に関

心をもち、意欲的に習得に取り組む。 

b:配管、バルブの各要素の種類や用途に

ついて適切に判断し正しい知識・技能の

習得に取り組む。 

c：配管、バルブの各要素の用途を学び、

明りょうに迅速に作成する技能を身につ

けている。 

d:配管、バルブの各要素の種類や用途を

理解し、作図法などについて実践的な知

識を身につけている。 

授業態度 

課題プリント 

定期考査 

図面 

出欠状況 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各項目にお

いて特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 


